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視
察
期
間

平
成
十
六
年
十
月
二
十
一
日
か
ら

十
月
二
十
二
日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

▽

石
川
県
七
尾
市

・
七
尾
都
市
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

▽
石
川
県
金
沢
市

・
中
心
市
街
地
活
性
化
〜
空
地
活
用
に
よ
　

る
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
に
つ
い
て

視
察
概
要

七
尾
市
は
、
現
在
人
口
約
四
万
七
千
人
の

港
町
で
す
。
昭
和
六
十
年
頃
よ
り
、
駅
前
再

開
発
事
業
と
し
て
取
り
組
み
始
め
、
平
成
三

年
に
は
「
能
登
食
祭
市
場
」
を
オ
ー
プ
ン
し

年
間
九
十
万
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
二
年
に
は
五
千
万
円
の
資
本
金
で
株
式

会
社
を
作
り
、

第
三
セ
ク
タ
ー

で
事
業
を
始
め

た
。
平
成
七
年

に「
パ
ト
リ
ア
」

が
完
成
し
、
現

在
ま
で
十
年
経

過
し
た
が
店
内

に
は
空
き
店
舗

は
無
く
、
ま
た

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
を
設

け
て
順
調
に
営

業
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
七

尾
駅
前
第
二
地

区
市
街
地
再
開
発
事
業「
パ
ト
リ
ア
の
隣
地
」

事
業
費
約
七
十
六
億
【
内
補
助
金
約
五
十
九

億
（
国
二
十
九
億
・
県
十
一
億
・
市
十
九

億
・
他
）】
で
平
成
十
八
年
度
完
成
予
定
で

地
上
六
階
建
が
現
在
進
行
し
て
い
ま
す
。

七
尾
市
建
設
部
駅
前
再
開
発
室
長
　
田
尻

純
江
氏
に
説
明
を
受
け
、
昭
和
六
十
三
年
か

ら
都
市
計
画
に
携
わ
り
、
一
級
建
築
士
の
資

格
を
取
ら
れ
、
先
頭
に
立
っ
て
実
践
さ
れ
て

い
る
話
を
聞
き
、
た
だ
敬
服
の
一
言
。

金
沢
市
は
市
街
地
に
空
き
店
舗
、
空
き
地

が
目
立
ち
始
め
て
来
た
の
で
、
平
成
十
年
に

商
工
会
議
所
及
び
商
業
者
等
が
協
力
し
、
金

沢
Ｔ
Ｍ
Ｏ
を
設
立
、
跡
地
を
利
用
し
、
テ
ナ

ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
事
業
と
し
て
「
プ
レ
ー
ゴ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
゜
「
ブ
ラ
ン
ド
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
店
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」
六
店

舗
で
す
が
、
目
標
を
達
成
し
て
、
賑
わ
い
の

あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
゜

行 
政 
視 
察 
報 
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行 
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首
都
機
能
対
策
・
市
街
地
活
性
化
特
別
委
員
会 ▲七尾市役所にて

視
察
期
間

平
成
十
六
年
十
月
二
十
八
日
か
ら

十
月
二
十
九
日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

▽

千
葉
県
木
更
津
市

・
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

▽
千
葉
県
大
和
市

・
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

視
察
概
要

木
更
津
市
の
環
境
問
題
は
、日
常
生
活
や
、

通
常
の
事
業
活
動
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の

集
積
が
、
そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
木
更

津
市
で
は
平
成
十
三
年
に
環
境
保
全
条
例
を

制
定
し
、環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

市
民
・
事
業
者
・
市
の
三
者
が
一
体
と
な

っ
て
環
境
の
保
全
と
創
造
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
で
あ
る
。

市
役
所
で
は
、
各
部
長
で
組
織
す
る
策
定

委
員
会
、
課
長
級
で
組
織
す
る
幹
事
会
を
設

置
し
、
計
十
九
回
開
催
し
、
市
役
所
内
部
で

は
、
環
境
施
策
事
業
を
各
課
で
掌
握
し
、
そ

れ
ぞ
れ
評
価
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
、
市
役
所

を
ひ
と
つ
の
事
業
所
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

大
和
市
で
は
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等

の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑

化
の
促
進
に
、
重
点
的
・
一
体
的
な
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誰

も
が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
平
成
十
五

年
度
に
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
検
討

会
議
を
設
置
し
、
基
本
構
想
を
策
定
し
た
。

視
察
当
日
も
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
や

利
用
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
継
続

的
な
取
り
組
み
を
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

土
岐
市
で
は
、
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
進
め
て
い
ま
す
が
、
公
共
機
関
へ
の
ア

ク
セ
ス
状
況
を
見
る
と
改
善
の
必
要
が
多
く

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
意
見
が
多
く
取

り
入
れ
ら
れ
て
、
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
な
ど
勉
強
に
な
る
点
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会 

▲金沢市プレーゴ

▲大和市役所にて
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土 岐 市 議 会 だ よ り  土 岐 市 議 会 だ よ り  

視
察
期
間

平
成
十
六
年
十
月
二
十
八
日
か
ら

十
月
二
十
九
日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

▽

神
奈
川
県
秦
野
市

・
行
財
政
調
査
会
の
設
置
に
よ
る
行
財

政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

▽
神
奈
川
県
鎌
倉
市

・
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て
　

視
察
概
要

秦
野
市
は
平
成
十
五
年
度
を
「
市
民
参
加

の
行
政
改
革
」
と
位
置
付
け
、
市
民
と
一
体

と
な
っ
て
現
状
を
見
つ
め
将
来
に
つ
な
げ
る

た
め
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
行
財
政
の
専
門
家
の
学

識
経
験
者
、

経
営
実
務

者
十
人
の

「
行
財
政
調

査
会
」
を

設
置
。
審

議
を
重
ね

て
秦
野
市

が
優
先
し

て
取
組
む

具
体
改
革

案
を
答
申
。

こ
の
答
申

を
基
に
公
募
市
民
を
加
え
た
専
門
部
会
で
、

二
○
○
四
年
か
ら
の
五
ケ
年
を
重
点
実
施
期

間
と
し
た
行
革
実
行
計
画
を
策
定
。

市
民
に
は
こ
れ
ら
の
案
を
広
報
で
詳
し
く

知
ら
せ
な
が
ら
、
市
内
七
ケ
所
に
お
い
て

「
行
革
市
政
懇
談
会
」
の
開
催
。
行
革
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
、
行
革
目
安
箱
の
設
置
、
メ

ー
ル
等
の
駆
使
で
市
民
の
行
革
意
識
を
高

め
、
市
民
の
意
見
、
声
を
改
革
に
反
映
す
る

た
め
の
市
民
参
加
と
一
体
化
へ
の
努
力
を
感

じ
と
り
ま
し
た
。
本
市
は
既
に
行
革
大
綱
、

実
施
計
画
を
策
定
し
推
進
中
だ
が
市
民
参
加

の
あ
り
方
、
進
め
方
に
一
考
あ
り
の
視
察
で

し
た
。

鎌
倉
市
は
平
成
七
年「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
。
平
成
十
四
年
に
は
「
鎌
倉
市
開
発
指
導

等
に
お
け
る
手
続
及
び
基
準
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
。
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
協
働
・

誘
導
・
支
援
の
三
点
で
構
成
さ
れ
る
七
章
か

ら
な
る
三
十
四
条
文
の
規
定
。
市
街
地
の
整

備
を
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
推
進
地
区
の

指
定
で
地
区
住
民
、
権
利
者
、
市
の
協
議
型

を
進
め
る
。
地
区
で
「
自
主
的
な
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
進
め
る
と
き
は
、
市
民
団
体
等
が

結
成
さ
れ
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
と
市

の
技
術
的
な
支
援
等
で
ま
ち
づ
く
り
計
画
が

策
定
さ
れ
る
。
現
在
八
地
区
が
計
画
策
定
地

区
と
の
こ
と
。
土
岐
市
に
お
い
て
も
協
働
で

市
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
拠
条
例
制
定

の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

企
画
総
務
常
任
委
員
会 

s
泰
野
市
役
所
に
て

視
察
期
間

平
成
十
六
年
十
一
月
十
一
日
か
ら

十
一
月
十
二
日
ま
で

視
察
先
と
視
察
事
項

▽

長
野
県
佐
久
市

・
次
世
代
育
成
支
援
計
画
に
つ
い
て

▽
長
野
県
長
野
市

・「
あ
ん
し
ん
い
き
い
き
プ
ラ
ン
21
」

に
つ
い
て

視
察
概
要

現
在
、
土
岐
市
で
は
「
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
」
を
作
成
中
で
あ
る
。
視
察
地
で

あ
る
長
野
県
佐
久
市
は
国
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
昨
年
度
す
で
に
作
成
し
て
い
る
。
同
市

は
子
育
て
支
援
を
市
の
重
要
施
策
と
し
て
位

置
づ
け
、
市
の
一
般
会
計
予
算
の
十
二
・

六
％
を
計
上
（
平
成
十
六
年
度
）
す
る
な
ど
、

子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
平
成
十
五
年
三
月
に
は

「
子
育
て
支

援
都
市
」
を

宣
言
し
、
子

ど
も
た
ち
が

心
身
と
も
に

健
全
に
育
成

さ
れ
る
こ
と

を
地
域
社
会

全
体
の
責
任

と
し
て
い

る
。昨

年
六
月

に
発
表
さ
れ

た
我
が
国
の

合
計
特
殊
出

生
率
は
一
・

二
九
人
で
過

去
最
低
。
佐

久
市
は
一
・

六
七
人
、
土
岐
市
は
一
・
三
一
人
で
あ
る
。

様
々
な
子
育
て
支
援
策
に
よ
っ
て
少
子
化
に

歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
佐
久
市
。

子
ど
も
を
生
み
、育
て
や
す
い
街
づ
く
り
は
、

少
子
化
の
進
む
土
岐
市
に
と
っ
て
も
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

長
野
市
の「
あ
ん
し
ん
い
き
い
き
プ
ラ
ン
21
」

は
平
成
十
二
年
度
に
作
成
し
た
老
人
保
健
福

祉
計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
を

す
る
も
の
。

長
野
市
の
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
基
本
的
な
政

策
目
標
と
し
て
①
介
護
・
疾
病
の
予
防
②
地

域
の
ケ
ア
体
制
づ
く
り
③
高
齢
者
の
社
会
参

加
支
援
④
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
⑤
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
な
ど
を
掲
げ
て

お
り
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
あ
る
豊

か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
施
策
の
充

実
を
め
ざ
し
て
い
る
。
内
容
に
お
い
て
土
岐

市
と
大
差
は
な
い
が
、
特
に
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
な
ど
予
防
面
に
力
を
注
い
で
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

▲佐久市岩村田児童館にて

▲長野市役所にて




